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 現在の廃水処理における問題の一つに難分解性物質の除去がある。染料やフミン質等に代表される廃水中の難分

解性物質は、活性汚泥法を始めとする既存の生物学的処理では十分な除去が困難であり、比較的高コストである

物理・化学的処理によって除去されていることが多い。これまで当研究室では木材腐朽菌が生産するリグニン分

解酵素を用いて、リグニンと部分構造が類似する化学物質の分解方法を開発してきた。このリグニン分解酵素の

うちペルオキシダーゼを用いてフェノール類を重合することが出来れば、分解よりも短時間で廃水中から除去す

ることが可能となる。そこで本研究では、既にリグニン分解酵素能の高い菌株を用いて、リグニン分解酵素を生

産する担子菌を完全合成培地を利用し、菌株の生産した酵素の性質を検討した。培養液を硫安分画し、各画分の

MnP活性およびフェノール重合能を検討した。また、フェノール重合能を示す酵素を生産する菌株の検索を行っ

た。 

 



 


